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所在地：沖縄県那覇市首里当蔵町～那覇市首里金城町
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１．司令部壕位置と立地概要

図Ⅰ-1-1 電子国土基本図 2万5千分の1「那覇」（広域）

図Ⅰ-1-2 電子国土基本図 2万5千分の1「那覇」（拡大）

図Ⅰ-1-3 首里城付近
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観光資源開発を目的に、1962～1963年（那覇市）及び1968年（沖縄観光開発事業団）に壕の発掘調査を行っているが、落盤が激しく調査は断
念されている。
その後、沖縄県は1993年（平成5年）から2ヵ年計画で「旧第32軍司令部壕試掘調査業務」を実施し、第2坑道・第3坑道で約140m、第5坑道で
約150mを発掘した。
しかし、坑道自体が土砂で埋没していたため、それ以上の中枢部への発掘を断念し今日に至る。

２．司令部壕の調査経緯概要

図Ⅰ-2-1 第32軍司令部壕配置図

司令部壕の発掘調査

表Ⅰ-2-1 司令部壕に係る経緯一覧 表Ⅰ-2-2 司令部壕に係る発掘調査業務など
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項目 数量
1962～1963 - 試掘 - 那覇市
1968 首里軍司令部壕開発調査 試掘 - 第1坑道33mまで侵入するが地山の状況が悪く断念 沖縄観光開発事業団

1993(平成5年度) 旧32軍司令部壕試掘調査業務
試掘（掘削）
磁気探査等

151m3
一式

第5坑道距離95mまで進入 那覇市及び沖縄県

1994(平成6年度) 旧32軍司令部壕試掘調査業務
水平ボーリング
試掘（掘削）
磁気探査等

1孔10m
185m3
一式

第5坑道距離150mまで進入
第2坑道調査立坑及び進入坑道約8mまで

沖縄県

1994(平成6年度) 旧32軍司令部壕試掘調査業務（Ⅱ期）
水平ボーリング
試掘（掘削）
磁気探査等

7孔35m
185.4m3
一式

第3坑道35m、第2坑道80m（司令部中央部枝孔まで
到達。枝抗は崩壊し全面閉塞）
公園内トーチカは連絡しないことが判明

沖縄県
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図Ⅰ-2-3 首里城と一体となった整備を行った場合の模式図
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【参考】平成９年度保存・公開計画（第１回会合資料）

平成9年に実施された「第32軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会」において、第32軍司令部豪の保存・公開について検討がなされている。
この結果、壕の保存・公開に関して以下の問題点・課題があると指摘されている。

 

図Ⅰ-2-2 公開範囲図

問題点
坑道の崩壊状況をみると、壕の全面的な保存は極めて困難である。しかし部分的な保存については、現状公開の価値を有し、かつ今後の調査結果により安全対策が必要ない場合には可能と考

えられる。なお、全坑道において経年的な劣化による安全度の低下が懸念される。

課題
壕内は必要に応じて安全確保のための対策が必至である。また、部分的な保存を行う上でも崩壊の促進を抑制するための、温度、湿度の調整と常時において安全管理のモニタリングが必要で

ある。
利用者の快適性を確保するには、換気設備等の完備を要する。等々である。

整備方針
第32軍司令部壕は保存を基調とし、歴史的価値の高い中枢部を中心に公開することを目指す。しかしながら、公開の基本方針を達成するためには、壕が持つ機能を補完する以下の諸機能の導

入が必要である。
壕本体を公開坑道として利用しない。
公開坑道を新たに整備する。
公開坑道に展示スペースを設ける。
利用者及び管理用の通路を公開坑道に設ける。

２－３．保存・公開計画（平成9年に基づく）



前年度の会合（第１回・第２回）を踏まえた論点整理
〈基本方向〉
第32軍司令部壕は沖縄戦の実相を後世に継承していくために欠かせない貴重な戦跡であり、

史実調査等により全容を解明したうえで壕内を公開し、平和学習等に活用していくとともに、
文化財指定に向けて検討していく必要がある。

〈見えてきた課題〉
・公開するには安全対策や情報発信のための整備等が必要であるが、文化財に指定するため
には実態調査のうえ、指定範囲については当時の状況のまま保存することが求められる。
・壕の保存には外気を取り込まない適切な管理が求められるが、公開するということは、劣
化が進むおそれがある。

「保存と活用は矛盾する」
「公開しなければ壕の価値を伝えられない」（出典：南風原陸軍病院壕群Ⅰ 考古学調査報告書Ⅰ）

〈今後の取組〉
壕の全容解明に向け学術調査を続行しながら、公開に適した部分と文化財として保存して

いく部分を判定するための各種調査を段階的に実施する。
その際、時間や予算を効果的に活用し事業を進めるため、各種調査実施箇所の優先度を検

討する。
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３．これまでの会合の概要について
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保存を優先する場所（公開整備≦文化財指定（保存））

保存業務継続

文化財指定との両立についても考慮しながら
公開できるよう整備を行う。（公開優先）

ICT（VR等）を活用したコンテンツを取り入れる等、「保存」と「活用」を両立
させる。（保存優先）

地質・地盤・水源等の
調査

未試掘箇所の位置特定
等

（壕周辺含む）

調査
４．第32軍司令部壕事業作業イメージ（案）

※今後の調査結果
や議論を踏まえて
適宜変更する。
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【議論のための前提】

第32軍司令部壕については、沖縄戦の実相を後世に継承し、平和学習等に活用するため
公開を目指す。

公開するには安全性等を確保するため、壕に対してある程度の改良を加えることが必要。

改良の程度次第では文化財に指定できないことがあるため、場所によっては公開または
保存（非公開含む）どちらかを優先しなければならない場合もあり得る。

また、崩壊が進み安全性が確保できなかったり、地上部への影響等により調査・公開す
ることができない場所があることも考えられる。

【議論していただきたい点】

前提条件を踏まえたうえで、時間・費用等を効果的に充てるために

以上４つの観点を踏まえ、優先度が高い場所から段階的に調査等を進めることとしたい。

立地・周辺環境 安全性 発信効果 費用等

５．第32軍司令部壕公開・保存に向けた検討事項

調査実施箇所の優先度を検討する。



立地・周辺環境

発信効果

費用等

安全性

近隣施設の利用者に不利益が生じないか

地上や周囲に影響を与えない整備が可能か

近隣の文化財保護に反しないか

地権者との調整

調査員の絶対的安全の確保

来場者の絶対的安全の確保

事故等に対する対策の実施

来場者に訴えるメッセージ性

調査費用の規模

公開に必要な整備費用の規模

維持管理費の規模

具体的な財源の検討

上図の中央に近い場所ほど公開できる可能性が高いため、優先して段階的に調査を進める。

公開することが難しい場所については文化財指定等による保存方法や、ICT等を利用した活用方法について検討する。
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項目を満たしている場所から調査・
整備を優先して実施

６．調査に向けた優先度の設定について
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立地・周辺環境 安全性 発信効果 費用
（公開・調査） 備考

第２坑道
第３坑道

• 地上部に文化財がある。
• 国有地、県有地、市有
地とみられる。

• 崩落の危険・・あり
• 補強の必要・・あり
• 酸素欠乏・・・あり
• 排水の必要・・あり

収容施設※
〈第２坑道〉
• 副司令官室
• 作戦室 他５施設
〈第３坑道〉
• 軍司令官室
• 参謀室

• 物理的調査及び考古学
的調査等の調査費用

• 公開にかかる整備費用

地上部に文化財があるため
関係機関との調整必要

第５坑道
（坑口含む）

• 県立芸術大学北側斜面
に位置している。

• 民有地である。

• 崩落の危険・・あり
• 補強の必要・・あり
• 酸素欠乏・・・なし
• 排水の必要・・あり

※坑口まで急傾斜になって
いる。

収容施設※
• 将校室
• 海軍基地隊司令長官室
• 女性たちの部屋

※点検等に必要な安全性の
確保のために補強がされて
いる箇所が多い。

• 物理的調査及び考古学
的調査等の調査費用

• 公開にかかる整備費用

• 土地の権利取得のため
の用地費

民有地のため地権者との調
整必要

第１坑道

• 未試掘のため詳細不明
だが、大部分が国有地
と想定される。

• 地上部に文化財がある
と想定される。

未試掘のため詳細不明

収容施設※
• 命令伝達センター
• 歩兵部隊室
• 作戦室 他12施設

• 未試掘のため、試掘を
含めたあらゆる調査費
用

• 公開にかかる整備費用

• 未試掘のため新たに試
掘する必要あり

• 地上部に文化財がある
ため関係機関との調整
必要

※収容施設については『第32軍司令部壕保存・公開基本計画 平成９年10月 沖縄県知事公室』から作成

６．調査に向けた優先度の設定について（各種坑道の状況一覧）


